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研究成果の概要（和文）：本研究における成果としては、以下4点が挙げられる。
1.資料の集約と整理。特にデジタル検索の範囲外にある非公開資料について作業を進めた。2.画像およびその周
辺資料の活用。歴史研究以外の複数分野への幅広い活用を試みた。3.専門家以外の一般社会への成果還元。テレ
ビ・ドキュメンタリーへの協力、児童生徒向け図書の執筆などによって、特に、資料提供に協力を仰いだ各地域
への成果還元に努めた。4.今後の研究に繋がるリソースの確保。中でも、資料調査に関連する人的連繋の形成と
維持に成功したことは、今後の研究にとって最も有益である。

研究成果の概要（英文）：This study focused on Japanese presentation of Lamaism in modern media, to 
cast some useful lights on the state of Japanese contacts with different cultures in modern Japan.　
The research results are as follows;
1.Examination and organization of materials relating Lamaism, especially not-opened to the public.2.
Presentation of possibility to use and  apply of materials to several different fields.3.
Presentation of research results not only in academic scene but also to the public, as TV 
documentary programs, lectures at museums, book for young generation.4.Formation useful resources 
for extensive research from now on.

研究分野：東アジア近代史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 本研究は、先行する「戦時期メディアにお

ける「喇嘛教」表象に関する研究」（挑戦的

萌芽研究、2010-2011 年度、研究代表者高本

康子、以下「高本先行科研」）の成果を基礎

として展開されたものである。高本先行科研

においては、日中十五年戦争開戦前後から第

二次世界大戦終戦までの約 15 年間の、主に

日本国内のメディア上に出現した画像情報

について、資料の収集と調査分析を行った。 

 「喇嘛教」すなわちチベット仏教に関連す

る諸研究においては、戦前は仏教学、歴史学、

戦後はそれに言語学、文化人類学が加わっ

て、優れた成果が蓄積されてきた。しかし、

高本先行科研および本研究がその分析対象

とする、日本人が持つ「喇嘛教」イメージ、

および日本国内に残されたチベット関連資

料への注目は、非常に限定的なものであっ

た。多くの場合前者に関しては日本人が持つ

イメージの「偏向」、後者に関しては日本に

請来されたチベット大蔵経及びそれに関連

する資料という文脈でのみ言及されるにす

ぎなかった。特に前者に関して、欧米におい

ては既に 1990 年代から優れた研究が連続し

て出現し、現在においてもチベット研究の外

郭の一部に属するプレゼンスを獲得してい

ることを考えると、日本における状況は、そ

れと非常に対照的なものと言える。しかし、

高本先行科研と同時期に、その状況に変化が

見られた。例えば前者に関しては、文化人類

学からアプローチを試みる村上大輔、また後

者に関しては、チベット近代史研究の小林亮

介による論考のような考察が出現した。 

 本研究はそのような研究動向を見据えつ

つ、高本先行科研の研究活動において直面し

た課題に取り組もうとしたものである。最大

の課題は、調査研究の対象を、日本人大多数

に共有される新聞・雑誌・映画等のマスメデ

ィアに限定せず、非公開の個人資料へ拡大す

るというものであった。それには以下 2点の

理由が挙げられる。①メディアとしての個人

資料のプレゼンスへの注目。高本先行科研に

おいては主に、マスメディアを対象とした。

しかし当時、異文化を被写体とした画像と日

本人がコンタクトを持つ状況は、当然のこと

ながら、これらマスメディア由来のものに限

定されてはいない。本研究が注目したのは、

個人撮影の写真や個人が作成したスケッチ

による接触である。これらの写真やスケッチ

は、家族や友人・知人、関係者間で相互に閲

覧され、交換・共有されていた。従って本研

究は、これら個人による写真・スケッチ等も、

当時の重要な情報メディアの一つとして考

える必要がある考え、調査研究を進めた。②

画像とその周辺資料との連関への注目。高本

先行科研においては、当初収集予定にはなか

った、満洲国行政当局による宗教関係調査の

報告書等の現在まで知られていなかった資

料、および当事者の草稿や書簡、日記、現地

の限定された範囲で出版・配布・共有された

印刷物等、個人所有にかかる未公開資料を多

数入手した。表象としての画像を考えるに

は、これらの諸資料を、画像をその一部とす

る有機的連関を持つ存在として捉えた上で、

その意味を読み取る作業が必要と考えられ

る。本研究はその点に注目し、画像をとりま

く時代状況についても、より精密に把握する

調査・考察を試みた。戦時中の「喇嘛教」工

作の詳細についての解明は、このような経緯

で実施した調査研究の一部である。 

 
２．研究の目的 
 本研究は、近代日本における異文化表象の

ありようを、「喇嘛教」に注目して明らかに

するため、基礎的な資料として、次項に述べ

る①～③の資料群を主な対象とし、その調査

分析を行うことを目的とした。但し本研究の

進展によって③については、所有個人宅の建

て替えや遺品整理等のため、資料が失われる

最後の画期が来ていることが明らかとなっ



た。そのため特に、③の資料の情報集約と資

料の保護・整理を、他の作業より優先する方

針をとった。 

 

３． 研究の方法 

 本研究においては、明治維新前後から第二

次世界大戦終戦前後まで、すなわち 1860 年

代から 1950年代にかけての約 90年間につい

て、「喇嘛教」関連画像資料およびその関連

資料の集積と整理・分析を行った。対象とし

た資料は以下 3種に大別される。 

①「大陸」情報および「宗教」情報の掲載が

ある新聞・雑誌・書籍等。 

②初等・中等教育用教材。教科書に加え、地

図教材、教師用指導書等も含める。①②とも

に、「大陸」現地で発行・使用されたものを

含め調査収集を行った。 

③非公開個人資料。チベット仏教および「大

陸」にかかわった日本人の遺品、文献・写真

資料コレクション等が含まれる。 

 

４．研究成果 

 本研究の研究成果には、以下 4点がある。 

(1)資料の集約と整理 

 資料①②に関しては、予定した国内発行の

資料群の他、「大陸」現地、例えば満洲国興

安北省でチベット仏教僧向けに発行されて

いた雑誌や、モンゴル地区で使用されていた

モンゴル語文教材等も調査収集することが

できた。それらに加え、本研究において最も

重要と考えられる成果は、資料③にかかわる

ものである。現在各国で資料のデジタルデー

タ化が進められているが、これら個人資料、

少なくとも本研究が取り上げた個人資料の

大部分は、そのような対象の範囲外にある。

従って資料③の集約・保護・整理は、特に今

日的意義を持つと思われる。以下、この範疇

に属する主な資料について述べる。 

①多田等観関連資料。多田は、大正初期から

約 10 年間、チベットの名門寺院で修学した

経験を持つ。本研究においては、その遺品約

2000点の調査・整理を行った。これらを活用

した伝記および資料集を出版予定である。 

②寺本婉雅関連資料。寺本は、ダライラマ 13

世やその周辺と日本人として最初に接触し、

帰国後は「大陸」で活躍する人材を育てた。

その遺品約 300点を整理・調査した。資料集

および日記翻刻を出版予定である。 

③明治以降現代までの「大陸」関係書籍の個

人蔵・機関蔵コレクション。複数件のコレク

ション、計 4000点余の調査・整理を行った。

資料の一部は資料集として刊行予定である。 

(2)画像およびその周辺資料の活用 

 まず、画像資料そのものの活用について、

チベット仏教に全くもしくはほとんど言及

されることのなかったトピック・分野におい

て、本研究資料を活かした考察を行ったこと

が挙げられる。これは結果として、「喇嘛教」

関連画像の分析が、歴史学やチベット関連研

究に限られず、より広範な研究フィールドと

連携していく可能性を示すものとなったと

言える。スウェーデンの地理学者スヴェン・

ヘディンを軸とした分析では地理学と、近代

アジアの「聖者」を考える試みでは宗教学と

の連繋においてこのような活用を試みた。 

 また、当事者の日記・書簡や「大陸」現地

機関の内部資料等、画像の周辺資料について

は、特に「喇嘛教」工作と呼ばれる日本人の

活動、すなわち、日本陸軍・外務省その他機

関によるチベット仏教側への働きかけの詳

細を、一部ではあるが明らかにしつつあるこ

とが挙げられる。これについては、先行研究

のうち最も優れた成果をおさめているオー

ストラリア国立大学のリ・ナランゴア教授と

の連繋を進め、共著を予定している。 

(3)専門家以外の一般社会への成果還元 

本研究においては、研究成果を専門家以外

に広く発信することに注意した。特に、資料

提供に協力を仰いだ地元社会に、成果を還元

することに努めた。例えば、秋田テレビによ



る多田等観ドキュメンタリーへの制作協

力・出演、滋賀県の児童向け青木文教伝記の

執筆は、そのような取り組みの一つである。 

(4)今後の研究に繋がるリソースの確保 

本研究においては高本先行科研で獲得し

た人的連繋を活用し、更に広い範囲の連絡関

係を形成・維持することができた。この中に

は、研究諸機関だけではなく、大陸からの帰

国者家族で組織されるものなど、民間諸団体

とのそれが多く含まれる。 
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